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　次の施策を基本として町政運営に邁進する。

　○産業・経済の循環に地域資源を活かす

　○生きがいと活躍の場を作り、健やかな暮らしに活かす

　○最新技術と情報を安全・安心な暮らしに活かす

　○ふるさと愛を育み次世代のまちづくりに活かす

　○住み続ける人、住みたい人の良さ、つながりを活かす
　　　　　町長提案説明・教育長教育運営基本方針の内容がYouTube（動画配信サイト）でご覧いただけます。

　
町
議
会
第
１
回
定
例
会
を

２
月
27
日
か
ら
３
月
19
日
に

か
け
て
開
き
ま
し
た
。

　
町
長
が
新
年
度
に
向
け
た

施
政
方
針
、
教
育
長
が
教
育

運
営
基
本
方
針
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
新
年
度
各
会
計
予

算
案
を
は
じ
め
、
令
和
７
年

度
補
正
予
算
、
条
例
の
制

定
・
改
正
・
廃
止
、
人
事
案

件
な
ど
、
町
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
29
の
議
案
を
慎
重
に
審

議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
議

案
も
全
員
賛
成
で
、
原
案
を

承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、

４
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

令和8年度　予算の概要

令 和 ８ 年 度  一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 の 内 訳

一　　　般　　　会　　　計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

地域振興券交付事業

特 別 会 計 　 計

特　
別　
会　
計

87億9,000万円

9億9,100万円

11億5,500万円

2億0,000万円

0円

23億4,600万円

11億8,000万円

123億1,600万円

83億0,000万円

9億9,100万円

11億6,300万円

1億7,900万円

2,000万円

23億5,300万円

10億500万円

116億5,800万円

5.9％

0％

△ 0.7％

11.7％

皆減

△ 0.3％

 17.4％

　　5.6％

公営企業会計〈簡易水道事業〉

合　　　　計

令和８年度　各会計予算の規模

町長施政方針　～基本施策は５つの柱～

一般会計
歳　出

議会費 5,775万円  1%議会費 5,775万円  1%

総務費
  11億3,989万円
  13%

民生費
  14億1,015万円
  16%

衛生費
  7億8,930万円
  9%

農林水産業費
  7億4,899万円
  8%

商工費
  1億4,425万円  2%

土木費
  6億9,972万円
  8%消防費

  2億8,377万円
  3%

教育費
  27億5,698万円
  31%

公債費
  7億2,915万円  8%

予備費等 3,005万円  1%予備費等 3,005万円  1%

目的別歳出予算

一般会計
歳　入

町税
  9億6,555万円  11%

繰入金
  4億6,557万円  5%

その他
  3億2,117万円  4%

地方交付税
  28億2,000万円
  32%

国庫支出金
  9億6,434万円
  11%

県支出金
  5億5,815万円
  6%

町債
  23億2,090万円
  27%

地方消費税交付金
  1億7,000万円
  2%

地方消費税交付金
  1億7,000万円
  2%

その他
  2億432万円
  2%

その他
  2億432万円
  2%

70億3,771万円
依存財源は 80％

17億5,229万円
自主財源は 20％

区　　分 予　算　額 前 年 度 予 算 額 増  減  率

１.産業・経済の循環に地域資源を活かす
　①農林業の振興

　②観光の振興

　③商工業の振興

　④なりわいづくりと雇用の創出

　⑤自然と資源のブランド化

２.生きがいと活躍の場を作り、健やかな暮らしに
活かす
　①保健・医療・社会保障の充実

　②地域福祉の推進

　③子育て環境の充実

　④高齢者福祉の充実

　⑤障がい者福祉の充実

３.最新技術と情報を安全・安心な暮らしに活
かす
　①道路交通網・公共交通の充実

　②情報基盤・先端技術の利活用

　③消防防災対策の充実

　④生活環境の充実

　⑤自然環境の保全

４.ふるさと愛を育み
次世代のまちづくりに活かす
　①教育環境の充実

　②生涯学習・スポーツの充実

　③芸能・文化の振興

　④自分を活かす・生きる力の醸成

　⑤ふるさと白川を思い続ける

　　心の醸成

５.住み続ける人、住みたい人の良さ、つながりを
活かす
　①地域コミュニティ活動の推進

　②地域間交流、関係人口の創出

　③移住・定住の推進

　④生活圏域・広域行政区域の活用

５億８，６３２万円

６，８１５万円

４，３６９万円

３，２９８万円

３，３８１万円

２６億１，１０３万円

２，９５３万円

１億７，４９４万円

　７，４９５万円

３億３，４３７万円

６億３，２８３万円

２，８６９万円

４億１，７４１万円

１３億０，３２３万円

１億６，７４１万円

２３億４，３９７万円

１億３，０６９万円

１，０７７万円

５５０万円

２，２４７万円

１，６３０万円

２，２３６万円

３，９０４万円

８８４万円

第１回定例会
新年度予算

一
般
会
計
87
億
９
０
０
０
万
円
は
過
去
最
大

施
設
一
体
型
小
中
学
校
建
設
に
重
点

令和 8 年 5 月 1 日 23 しらかわ議会だより No.220
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令
和
８
年
度
各
会
計
予
算
は
、

議
員
全
員
に
よ
る
予
算
決
算
審
査

常
任
委
員
会
で
、
２
日
間
に
わ
た

り
徹
底
検
証
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
と
審
査

意
見
、
賛
成
討
論
は
次
の
と
お
り

で
す
。

財
政
・
全
体
運
営

問
一
時
借
入
金
の
限
度
額
引
き
上
げ
の

理
由
は
何
か
。

答
国
や
県
の
補
助
事
業
で
は
、
工
事

費
な
ど
の
支
払
い
が
終
わ
っ
た
後
、
補

助
金
や
※

起
債
が
収
入
さ
れ
る
た
め
、

一
時
的
に
現
金
が
不
足
す
る
期
間
が
生

じ
る
。
こ
の
不
足
を
補
う
た
め
の
仕
組

み
が
一
時
借
入
金
で
あ
る
。

　
令
和
８
年
度
は
、
学
校
建
設
と
い
う

大
型
事
業
に
よ
り
一
時
的
に
必
要
と
な

る
現
金
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
借
入
可
能
な
上
限
額
を
例
年
の

５
億
円
か
ら
20
億
円
に
引
き
上
げ
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
額
は
あ
く
ま

で
限
度
額
で
あ
り
、
常
に
満
額
を
借
り

入
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
一
時
借

入
金
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
に
返
済
す

る
前
提
の
一
時
的
な
現
金
で
の
対
応
方

法
で
あ
る
。

人
件
費
・
職
員
体
制

問
人
件
費
増
加
の
要
因
は
何
か
。

答
給
与
改
定
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

問
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
に
対
す

る
見
直
し
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
の
抑
制
や
高
齢
職

員
の
再
任
用
縮
減
を
進
め
て
い
る
。

問
職
員
の
通
勤
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答
特
別
職
３
名
を
合
わ
せ
た
１
２
９
名

の
う
ち
、
町
内
87
名
、
町
外
42
名
の
通
勤

状
況
で
あ
る
。

空
き
家
・
税
制

問
町
内
に
居
住
し
て
お
ら
ず
、
管
理
も

不
十
分
な
空
き
家
で
あ
っ
て
も
固
定
資
産

税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
空

き
家
と
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
空
家
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
に
よ

り
、
管
理
不
全
空
家
と
し
て
町
が
認
定
し

勧
告
を
行
う
こ
と
で
、
軽
減
措
置
を
外
す

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

個
々
の
ケ
ー
ス
を
見
な
が
ら
適
切
に
判
断

を
し
て
い
く
。

交
通
安
全

問
交
通
事
故
に
つ
い
て
、
物
損
事
故
の

実
態
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
警
察
が
把
握
し
て
い
る
町
内
の
物
損

事
故
は
１
６
４
件
で
あ
る
。
た
だ
し
、
軽

微
な
事
故
は
届
け
出
が
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
、
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
事
故
の
原
因
は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や
携
帯
電
話
の
使

用
な
ど
、
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

問
交
通
安
全
活
動
に
お
い
て
、
地
域
で

の
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
各
地
区
で
人
手
不
足
に
よ
る
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
分
会
長
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

耐
震
診
断
・
木
造
住
宅
耐
震

改
修
工
事

問
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
、
精
密

診
断
に
か
か
る
費
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答
家
屋
に
よ
り
異
な
る
が
、
お
お
む
ね

20
万
〜
40
万
円
程
度
で
あ
る
。

問
町
内
で
耐
震
診
断
に
対
応
で
き
る
体

制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

答
研
修
を
受
講
し
た
設
計
士
が
お
り
、

町
内
で
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。

問
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は
可
能

か
。

答
制
度
上
、
耐
震
改
修
工
事
そ
の
も
の

に
は
充
当
で
き
な
い
が
、
町
産
材
を
使
用

し
た
場
合
に
は
材
料
費
へ
の
活
用
が
可
能

で
あ
る
た
め
、
今
後
そ
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

避
難
所
環
境

問
避
難
所
の
備
蓄
に
つ
い
て
、
女
性
や

乳
幼
児
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た
物
品
の
整

備
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
乳
幼
児
向
け
の
ミ
ル
ク
や
哺
乳
瓶
を

整
備
し
て
い
る
が
、
年
数
も
経
過
し
て
い

る
た
め
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
向
け
の
備
品
に
つ
い
て
も
、
予
算

の
範
囲
内
で
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

公
共
交
通
対
策

問
個
別
対
応
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
委

託
費
の
内
容
と
運
賃
の
仕
組
み
は
ど
の
よ

う
か
。
ま
た
、
町
の
負
担
は
あ
る
の
か
。

答
個
別
対
応
サ
ー
ビ
ス
は
、
タ
ク
シ
ー

の
よ
う
に
利
用
で
き
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。
委
託
費
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
件

費
や
車
両
保
険
な
ど
の
費
用
を
見
込
み
、

稼
働
時
間
に
応
じ
て
支
払
う
。
町
の
負
担

は
な
く
、
利
用
者
の
運
賃
で
賄
う
仕
組
み

と
し
て
い
る
。
運
賃
は
一
律
料
金
と
し
、

基
本
は
10
分
１
，５
０
０
円
、
以
後
１
分

ご
と
に
１
０
０
円
を
加
算
、
夜
間
及
び
町

外
利
用
は
２
割
加
算
と
す
る
予
定
で
あ

る
。
現
在
、
運
輸
支
局
へ
の
手
続
き
を
進

め
て
お
り
、
７
月
上
旬
の
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。

国
際
交
流
事
業

問
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
国
交
１
６
０
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
具
体
的
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
姉
妹
都
市
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
・
ピ
ス

ト
イ
ア
市
か
ら
演
奏
者
を
招
き
、
演
奏
会

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

中
小
企
業
支
援

問
商
工
業
者
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
新
た
な
補
助
制
度
が
創

設
さ
れ
た
が
、
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
者
総
合
支

援
補
助
金
と
し
て
、
事
業
者
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
制
度
を
新
設
し
た
も
の
で
あ

る
。

問
商
工
会
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
者

は
対
象
と
な
る
の
か
。

答
本
支
援
制
度
は
、
商
工
会
員
を
対
象

と
す
る
た
め
対
象
外
と
な
る
。

※

福
祉
有
償
運
送

問
福
祉
有
償
運
送
は
ど
の
よ
う
な
体
制

で
運
行
さ
れ
る
の
か
。

答
令
和
８
年
７
月
ま
で
は
白
川
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
許
可
を
受
け
て
運
行

し
、
７
月
以
降
は
町
が
許
可
を
受
け
、

㈱
Ｊ
Ｉ
Ｎ
へ
運
行
を
委
託
し
、
同
社
と

社
会
福
祉
協
議
会
の
車
両
を
活
用
し
て

運
行
を
行
う
。

集
団
営
農
用
機
械
施
設
整
備

問
集
団
営
農
用
機
械
の
補
助
は
、
県
の

採
択
が
見
込
め
る
の
か
。

答
県
内
で
要
望
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、

採
択
条
件
も
厳
し
く
、
採
択
さ
れ
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
が
、
条
件
を
満
た
す
よ

う
努
力
し
て
い
く
。
採
択
さ
れ
な
い
場
合

は
、
町
単
独
で
補
助
対
応
す
る
方
針
で
あ

る
。特

産
品
の
販
路
拡
大

問
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
出
て
い
る
の
か
。

答
他
地
域
の
道
の
駅
に
白
川
町
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
た
こ
と
で
、
売
上
増
加
が
見

ら
れ
た
。
ま
た
、
百
貨
店
で
の
フ
ェ
ア
開

催
な
ど
、
新
た
な
販
路
開
拓
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

木
材
普
及
活
動
支
援

問
木
材
普
及
活
動
支
援
事
業
の
利
用
状

況
と
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

答
令
和
７
年
度
は
、
９
件
の
利
用
見
込

み
で
あ
り
、
木
材
利
用
の
促
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
補
助
額
が
少

な
く
利
用
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
の
声

も
あ
り
、
建
築
組
合
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

く
。道

路
維
持
修
繕

問
町
道
橋
の
数
と
点
検
の
実
施
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

答
町
道
橋
は
３
０
４
橋
あ
り
、
そ
の
点

検
は
、
補
助
金
の
交
付
状
況
や
橋
梁
の
構

造
に
よ
っ
て
実
施
数
が
変
動
す
る
た
め
、

点
検
サ
イ
ク
ル
の
平
準
化
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
法
定
点
検
の
期
限
を
遵
守

し
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集
の
導
入
目

的
は
何
か
。

答
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
に

基
づ
く
全
国
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
可

燃
ご
み
の
減
量
に
よ
る
処
理
費
削
減
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

問
そ
の
一
方
で
、
可
燃
ご
み
処
理
費
が

増
加
し
た
理
由
は
何
か
。

答
人
件
費
の
高
騰
に
よ
る
派
遣
費
用
の

増
加
や
、
ご
み
袋
作
成
費
の
増
加
に
よ
る

も
の
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
に
は
ど
の
よ
う

な
費
用
が
か
か
る
の
か
。

答
選
別
処
理
費
、
運
搬
費
、
再
製
品
化

に
か
か
る
負
担
金
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

水
道
事
業

問
水
道
料
金
改
定
の
検
討
状
況
は
ど
の

よ
う
か
。

答
令
和
６
年
度
、
７
年
度
の
決
算
を
踏

ま
え
、
令
和
８
年
度
に
経
営
戦
略
を
見
直

し
、
そ
の
結
果
を
基
に
決
定
し
て
い
き
た

い
。
９
月
頃
ま
で
に
料
金
案
を
示
す
予
定

で
あ
る
。

問
※

有
収
率
の
改
善
に
向
け
た
対
応
は
ど

の
よ
う
か
。

答
漏
水
調
査
と
修
繕
を
継
続
し
て
い
る

が
、
漏
水
箇
所
の
特
定
が
難
し
い
場
合
も

あ
り
、
段
階
的
な
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

実
践
的
な
英
語
学
習

問
実
践
的
な
英
語
学
習
の
取
り
組
み
内

容
と
、
そ
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
海
外
と
の
交
流

や
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
練
習
機
能
を
活
用
し

た
会
話
練
習
を
行
っ
て
い
る
。
効
果
に
つ

い
て
は
、
客
観
的
な
指
標
に
よ
る
評
価
は

難
し
い
が
、
生
徒
が
自
ら
英
語
で
伝
え
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
、
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
、
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
英

語
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会

予
算
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

※

起
債（
地
方
債
）と
は

　財
政
上
必
要
と
す
る
資
金
を
外
部
か
ら

調
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
担
す
る
債
務

で
、
そ
の
履
行
が
一
会
計
年
度
を
超
え
て

行
わ
れ
る
も
の
。

※

福
祉
有
償
運
送
と
は

　高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
公

共
交
通
の
利
用
が
難
し
い
方
を
対
象
に
、

有
償
で
送
迎
を
行
う
制
度
。

※

有
収
率
と
は

　作
っ
た
水
の
量
と
収
入
に
な
っ
た
水
の

量
の
比
率
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
効
率
よ

く
水
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と

を
示
す
。
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令
和
８
年
度
各
会
計
予
算
は
、

議
員
全
員
に
よ
る
予
算
決
算
審
査

常
任
委
員
会
で
、
２
日
間
に
わ
た

り
徹
底
検
証
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
と
審
査

意
見
、
賛
成
討
論
は
次
の
と
お
り

で
す
。

財
政
・
全
体
運
営

問
一
時
借
入
金
の
限
度
額
引
き
上
げ
の

理
由
は
何
か
。

答
国
や
県
の
補
助
事
業
で
は
、
工
事

費
な
ど
の
支
払
い
が
終
わ
っ
た
後
、
補

助
金
や
※

起
債
が
収
入
さ
れ
る
た
め
、

一
時
的
に
現
金
が
不
足
す
る
期
間
が
生

じ
る
。
こ
の
不
足
を
補
う
た
め
の
仕
組

み
が
一
時
借
入
金
で
あ
る
。

　
令
和
８
年
度
は
、
学
校
建
設
と
い
う

大
型
事
業
に
よ
り
一
時
的
に
必
要
と
な

る
現
金
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
借
入
可
能
な
上
限
額
を
例
年
の

５
億
円
か
ら
20
億
円
に
引
き
上
げ
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
額
は
あ
く
ま

で
限
度
額
で
あ
り
、
常
に
満
額
を
借
り

入
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
一
時
借

入
金
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
に
返
済
す

る
前
提
の
一
時
的
な
現
金
で
の
対
応
方

法
で
あ
る
。

人
件
費
・
職
員
体
制

問
人
件
費
増
加
の
要
因
は
何
か
。

答
給
与
改
定
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

問
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
に
対
す

る
見
直
し
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
の
抑
制
や
高
齢
職

員
の
再
任
用
縮
減
を
進
め
て
い
る
。

問
職
員
の
通
勤
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答
特
別
職
３
名
を
合
わ
せ
た
１
２
９
名

の
う
ち
、
町
内
87
名
、
町
外
42
名
の
通
勤

状
況
で
あ
る
。

空
き
家
・
税
制

問
町
内
に
居
住
し
て
お
ら
ず
、
管
理
も

不
十
分
な
空
き
家
で
あ
っ
て
も
固
定
資
産

税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
空

き
家
と
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
空
家
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
に
よ

り
、
管
理
不
全
空
家
と
し
て
町
が
認
定
し

勧
告
を
行
う
こ
と
で
、
軽
減
措
置
を
外
す

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

個
々
の
ケ
ー
ス
を
見
な
が
ら
適
切
に
判
断

を
し
て
い
く
。

交
通
安
全

問
交
通
事
故
に
つ
い
て
、
物
損
事
故
の

実
態
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
警
察
が
把
握
し
て
い
る
町
内
の
物
損

事
故
は
１
６
４
件
で
あ
る
。
た
だ
し
、
軽

微
な
事
故
は
届
け
出
が
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
、
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
事
故
の
原
因
は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や
携
帯
電
話
の
使

用
な
ど
、
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

問
交
通
安
全
活
動
に
お
い
て
、
地
域
で

の
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
各
地
区
で
人
手
不
足
に
よ
る
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
分
会
長
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

耐
震
診
断
・
木
造
住
宅
耐
震

改
修
工
事

問
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
、
精
密

診
断
に
か
か
る
費
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答
家
屋
に
よ
り
異
な
る
が
、
お
お
む
ね

20
万
〜
40
万
円
程
度
で
あ
る
。

問
町
内
で
耐
震
診
断
に
対
応
で
き
る
体

制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

答
研
修
を
受
講
し
た
設
計
士
が
お
り
、

町
内
で
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。

問
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は
可
能

か
。

答
制
度
上
、
耐
震
改
修
工
事
そ
の
も
の

に
は
充
当
で
き
な
い
が
、
町
産
材
を
使
用

し
た
場
合
に
は
材
料
費
へ
の
活
用
が
可
能

で
あ
る
た
め
、
今
後
そ
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

避
難
所
環
境

問
避
難
所
の
備
蓄
に
つ
い
て
、
女
性
や

乳
幼
児
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た
物
品
の
整

備
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
乳
幼
児
向
け
の
ミ
ル
ク
や
哺
乳
瓶
を

整
備
し
て
い
る
が
、
年
数
も
経
過
し
て
い

る
た
め
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
向
け
の
備
品
に
つ
い
て
も
、
予
算

の
範
囲
内
で
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

公
共
交
通
対
策

問
個
別
対
応
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
委

託
費
の
内
容
と
運
賃
の
仕
組
み
は
ど
の
よ

う
か
。
ま
た
、
町
の
負
担
は
あ
る
の
か
。

答
個
別
対
応
サ
ー
ビ
ス
は
、
タ
ク
シ
ー

の
よ
う
に
利
用
で
き
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。
委
託
費
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
件

費
や
車
両
保
険
な
ど
の
費
用
を
見
込
み
、

稼
働
時
間
に
応
じ
て
支
払
う
。
町
の
負
担

は
な
く
、
利
用
者
の
運
賃
で
賄
う
仕
組
み

と
し
て
い
る
。
運
賃
は
一
律
料
金
と
し
、

基
本
は
10
分
１
，５
０
０
円
、
以
後
１
分

ご
と
に
１
０
０
円
を
加
算
、
夜
間
及
び
町

外
利
用
は
２
割
加
算
と
す
る
予
定
で
あ

る
。
現
在
、
運
輸
支
局
へ
の
手
続
き
を
進

め
て
お
り
、
７
月
上
旬
の
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。

国
際
交
流
事
業

問
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
国
交
１
６
０
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
具
体
的
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
姉
妹
都
市
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
・
ピ
ス

ト
イ
ア
市
か
ら
演
奏
者
を
招
き
、
演
奏
会

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

中
小
企
業
支
援

問
商
工
業
者
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
新
た
な
補
助
制
度
が
創

設
さ
れ
た
が
、
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
者
総
合
支

援
補
助
金
と
し
て
、
事
業
者
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
制
度
を
新
設
し
た
も
の
で
あ

る
。

問
商
工
会
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
者

は
対
象
と
な
る
の
か
。

答
本
支
援
制
度
は
、
商
工
会
員
を
対
象

と
す
る
た
め
対
象
外
と
な
る
。

※

福
祉
有
償
運
送

問
福
祉
有
償
運
送
は
ど
の
よ
う
な
体
制

で
運
行
さ
れ
る
の
か
。

答
令
和
８
年
７
月
ま
で
は
白
川
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
許
可
を
受
け
て
運
行

し
、
７
月
以
降
は
町
が
許
可
を
受
け
、

㈱
Ｊ
Ｉ
Ｎ
へ
運
行
を
委
託
し
、
同
社
と

社
会
福
祉
協
議
会
の
車
両
を
活
用
し
て

運
行
を
行
う
。

集
団
営
農
用
機
械
施
設
整
備

問
集
団
営
農
用
機
械
の
補
助
は
、
県
の

採
択
が
見
込
め
る
の
か
。

答
県
内
で
要
望
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、

採
択
条
件
も
厳
し
く
、
採
択
さ
れ
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
が
、
条
件
を
満
た
す
よ

う
努
力
し
て
い
く
。
採
択
さ
れ
な
い
場
合

は
、
町
単
独
で
補
助
対
応
す
る
方
針
で
あ

る
。特

産
品
の
販
路
拡
大

問
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
出
て
い
る
の
か
。

答
他
地
域
の
道
の
駅
に
白
川
町
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
た
こ
と
で
、
売
上
増
加
が
見

ら
れ
た
。
ま
た
、
百
貨
店
で
の
フ
ェ
ア
開

催
な
ど
、
新
た
な
販
路
開
拓
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

木
材
普
及
活
動
支
援

問
木
材
普
及
活
動
支
援
事
業
の
利
用
状

況
と
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

答
令
和
７
年
度
は
、
９
件
の
利
用
見
込

み
で
あ
り
、
木
材
利
用
の
促
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
補
助
額
が
少

な
く
利
用
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
の
声

も
あ
り
、
建
築
組
合
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

く
。道

路
維
持
修
繕

問
町
道
橋
の
数
と
点
検
の
実
施
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

答
町
道
橋
は
３
０
４
橋
あ
り
、
そ
の
点

検
は
、
補
助
金
の
交
付
状
況
や
橋
梁
の
構

造
に
よ
っ
て
実
施
数
が
変
動
す
る
た
め
、

点
検
サ
イ
ク
ル
の
平
準
化
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
法
定
点
検
の
期
限
を
遵
守

し
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集
の
導
入
目

的
は
何
か
。

答
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
に

基
づ
く
全
国
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
可

燃
ご
み
の
減
量
に
よ
る
処
理
費
削
減
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

問
そ
の
一
方
で
、
可
燃
ご
み
処
理
費
が

増
加
し
た
理
由
は
何
か
。

答
人
件
費
の
高
騰
に
よ
る
派
遣
費
用
の

増
加
や
、
ご
み
袋
作
成
費
の
増
加
に
よ
る

も
の
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
に
は
ど
の
よ
う

な
費
用
が
か
か
る
の
か
。

答
選
別
処
理
費
、
運
搬
費
、
再
製
品
化

に
か
か
る
負
担
金
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

水
道
事
業

問
水
道
料
金
改
定
の
検
討
状
況
は
ど
の

よ
う
か
。

答
令
和
６
年
度
、
７
年
度
の
決
算
を
踏

ま
え
、
令
和
８
年
度
に
経
営
戦
略
を
見
直

し
、
そ
の
結
果
を
基
に
決
定
し
て
い
き
た

い
。
９
月
頃
ま
で
に
料
金
案
を
示
す
予
定

で
あ
る
。

問
※

有
収
率
の
改
善
に
向
け
た
対
応
は
ど

の
よ
う
か
。

答
漏
水
調
査
と
修
繕
を
継
続
し
て
い
る

が
、
漏
水
箇
所
の
特
定
が
難
し
い
場
合
も

あ
り
、
段
階
的
な
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

実
践
的
な
英
語
学
習

問
実
践
的
な
英
語
学
習
の
取
り
組
み
内

容
と
、
そ
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
海
外
と
の
交
流

や
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
練
習
機
能
を
活
用
し

た
会
話
練
習
を
行
っ
て
い
る
。
効
果
に
つ

い
て
は
、
客
観
的
な
指
標
に
よ
る
評
価
は

難
し
い
が
、
生
徒
が
自
ら
英
語
で
伝
え
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
、
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
、
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
英

語
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会

予
算
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

※

起
債（
地
方
債
）と
は

　財
政
上
必
要
と
す
る
資
金
を
外
部
か
ら

調
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
担
す
る
債
務

で
、
そ
の
履
行
が
一
会
計
年
度
を
超
え
て

行
わ
れ
る
も
の
。

※

福
祉
有
償
運
送
と
は

　高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
公

共
交
通
の
利
用
が
難
し
い
方
を
対
象
に
、

有
償
で
送
迎
を
行
う
制
度
。

※

有
収
率
と
は

　作
っ
た
水
の
量
と
収
入
に
な
っ
た
水
の

量
の
比
率
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
効
率
よ

く
水
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と

を
示
す
。
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次
の
７
項
目
に
つ
い
て
審
査
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

１
．給
与
費
に
つ
い
て
は
、将
来
の
財
政
運
営
へ
の
影
響
を
十
分
踏
ま
え
、会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
た

適
正
な
人
員
管
理
を
図
り
、効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．土
地
価
格
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、町
施
設
の
土
地
借
上
料
の
見
直
し
を
進
め
ら
れ
た
い
。併
せ
て
、土

地
所
有
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、当
該
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。ま
た
、

町
有
財
産
の
遊
休
地
に
つ
い
て
は
、売
却
を
含
め
適
切
な
処
分
を
図
る
な
ど
、適
正
な
管
理
に
努
め

ら
れ
た
い
。

３
．中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
者
の
持
続
的
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、新
た
に
補
助
制
度
を
創
設
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。今
後
は
、制
度
の
周
知
を
十
分
図
る
と
と
も
に
、町
内

事
業
者
に
広
く
そ
の
効
果
が
行
き
渡
る
よ
う
、商
工
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、事
業
の
適
切
な

推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

４
．茶
・
薬
用
作
物
等
地
域
特
産
作
物
体
制
強
化
促
進
事
業
補
助
金
に
お
け
る
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー

が
事
業
主
体
と
な
る
乗
用
型
管
理
機
に
つ
い
て
は
、事
業
の
運
用
や
利
用
料
の
決
定
、将
来
更
新
に

係
る
考
え
方
を
整
理
し
、適
切
な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
体
制
整
備
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

５
．林
業
施
設
の
整
備
に
関
す
る
経
費
を
は
じ
め
と
し
た
団
体
へ
の
補
助
金
交
付
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、当
該
団
体
の
構
成
員
が
複
数
の
町
村
に
ま
た
が
る
場
合
に
は
、関
係
町
村
に
も
応
分
の
負
担

を
求
め
る
な
ど
、公
平
性
が
確
保
さ
れ
る
負
担
割
合
で
の
支
出
を
執
行
さ
れ
た
い
。

６
．令
和
９
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
、住
民
説
明
会
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、利
用
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
な
説
明
に
努
め
ら
れ
た
い
。ま
た
、改
定
後
の
水
道
料
金

の
額
に
つ
い
て
は
、急
激
な
負
担
の
増
加
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
設
定
と
さ
れ
た
い
。

７
．施
設
一
体
型
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、白
川
中
学
校
の
生
徒
が
来
年
１
月
か
ら
新
校
舎
を
利
用
で
き
る

よ
う
、整
備
の
進
捗
管
理
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。併
せ
て
、令
和
９
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
白
川

小
学
校
及
び
蘇
原
小
学
校
の
新
校
舎
へ
の
統
合
に
つ
い
て
も
、児
童
・
保
護
者
及
び
地
域
の
理
解
を
十

分
得
な
が
ら
、支
障
の
な
い
よ
う
万
全
の
準
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

審
査
意
見

令和８年度一般会計予算、３つの特別会計予算並びに簡易水道事業会計予算について、賛成の立場
で討論を行います。
本年１月から供用が開始された新庁舎は、従来の役所のイメージと異なる開かれた空間として、町

民が気軽に立ち寄り、交流する場となっております。特に中学生をはじめとする若い世代の利用も見
られ、地域に親しまれる施設として、幅広い世代が集う憩いの場となっている点を評価いたします。
さて、令和８年度は、町政７０周年という節目の年であり、総額が１２３億円を超える大型予算とし

て編成されております。本予算は、少子化の進行や人口減少といった本町の課題に対応しつつ、将来
を見据えた基盤整備と地域活力の維持・向上を図るものであり、全体としてバランスの取れた予算編
成であると受け止めております。
施設一体型小中学校の建設をはじめ、町内中小企業への支援の充実、白川茶の振興に向けた取り組

み、簡易水道料金の改正、関係人口を増やす施策など、多くの施策が計画されており、いずれも本町
の持続的発展に資する取り組みであります。
特に、施設一体型小中学校の建設は、教育環境の質を向上させる重要な取り組みであり、少子化の

本町にあって、将来を見据えた極めて重要な施策であります。
一方で、これらの施策を着実に成果へと結びつけるためには、地域との連携が不可欠であります。

事業の推進に当たっては、町内関係者との連絡調整を一層密にし、相互の協力体制のもとで着実に進
められるよう期待いたします。
また、予算審査の過程で示された意見や提案を十分に踏まえ、最小の経費で最大の効果を上げると

いう視点に立ち、効果的かつ効率的な予算執行に努められることを求めます。
以上、本予算は、本町の課題に的確に対応し、将来に向けた基盤整備を進めるものであり、総合的

に妥当なものと判断し、令和８年度一般会計予算、３つの特別会計予算並びに簡易水道事業会計予算
についての賛成討論といたします。

賛成討論
  

総
括
質
疑

山
林
等
の
寄
付

問
山
林
な
ど
の
寄
付
の
相
談
に
対
す
る
町

の
方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

答
寄
付
の
申
し
出
が
あ
っ
た
土
地
は
、
現

地
確
認
を
行
い
、
受
け
入
れ
の
可
否
を
判

断
し
て
い
る
。
別
荘
地
内
の
土
地
な
ど
で

は
、
分
筆
の
状
況
と
現
地
が
一
致
し
な
い

ケ
ー
ス
も
多
く
、
受
け
入
れ
が
難
し
い
場

合
も
あ
る
。
山
林
に
つ
い
て
は
、
所
在
不

明
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
観
点
も
あ
る
が
、

す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
特

に
町
道
な
ど
に
隣
接
す
る
土
地
は
取
得
を

進
め
る
な
ど
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
判

断
し
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
た

通
学

問
熊
の
出
没
な
ど
安
全
面
を
踏
ま
え
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
を
広
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
安
全
面
を
踏
ま
え
、
自
転
車
通
学
を
見

直
し
、
バ
ス
通
学
へ
切
り
替
え
た
地
域
も

あ
る
。
今
後
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車

人
数
や
運
行
ル
ー
ト
を
検
討
し
、
安
全
確

保
を
最
優
先
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

　

藤井 宏之 議員

令和８年度白川町一般会計予算、並びに３つの特別会計予算、簡易水道事業会計予算に、賛成の立
場で討論を行います。
令和８年度の一般会計予算は、８７億９千万円が計上され、過去最大の超大型予算であります。そ

の大きな要因は、令和９年度までの継続事業として進行中の学校建設がピークを迎え、２０億円余り
が計上されているからであります。しかしながらこの学校建設の財源には、過疎債の特別枠等を有効
に活用されており、その他の事業についても国や県の補助事業等に積極的に取り組まれ、将来的な実
質公債費比率のピークは１３％程度と見込まれています。これは、町の財政に大きな負担となるもの
ではなく、適切な財政計画の上に予算が編成されていることに敬意を表するものです。
急激に進む人口減少と少子高齢化が、町行政に多くの課題をもたらす中、新年度の予算では、毎年

のことながら、地域社会を維持し、町民の生活を守っていくために、インフラ整備、福祉・防災・減
災対策、子育て支援、産業の振興等、あらゆる分野に配慮した予算編成をしていただきました。
その中でも、私が特に評価し、期待する点を３点挙げさせていただきます。１つ目は若年層に対す

る町内で働くことへの働きかけです。中学生に対する企業体験や、都市部の学生等に向けたワーキン
グホリデイなどは、少なからず若者に刺激を与え将来的に大きな成果を上げるものと期待します。
２点目は、小規模事業者に対する将来にわたる事業継続を目指した総合支援事業です。積極的な

ＰＲに努め活用者を増やしていただくとともに、「しらか」の活用と併せて、町内産業の継続と発展
に繋がることを期待します。
３点目は、医療・福祉分野の人材確保に向けた支援です。深刻な人材不足となっているこの分野に

対しては、予算の範囲にとどまらず、より一層の取り組みと支援をお願いしたいと思います。
一方で、年々増加する人件費と第３セクターの運営支援については、懸念をするところでありま

す。より一層の業務の効率化と適正な人員配置、並びに第３セクターの健全な経営に対する、町長の
強力なリーダーシップを望むところであります。
今年は、町政７０周年の記念すべき年であり、その関連事業も多く計画されています。町長は、人

口減少と少子高齢化の最先端を進む中で、「住む人が元気に楽しく暮らすことのできるにぎやかな過
疎を目指す」と述べておられます。その実現に向けた町職員の皆さんの一層のご活躍と、町民各位の
積極的な事業参加によって「明るくにぎやかな過疎」が実現できることを期待し、賛成討論といたし
ます。
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令和 8 年 5 月 1 日 67 しらかわ議会だより No.220



　
次
の
７
項
目
に
つ
い
て
審
査
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

１
．給
与
費
に
つ
い
て
は
、将
来
の
財
政
運
営
へ
の
影
響
を
十
分
踏
ま
え
、会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
た

適
正
な
人
員
管
理
を
図
り
、効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．土
地
価
格
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、町
施
設
の
土
地
借
上
料
の
見
直
し
を
進
め
ら
れ
た
い
。併
せ
て
、土

地
所
有
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、当
該
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。ま
た
、

町
有
財
産
の
遊
休
地
に
つ
い
て
は
、売
却
を
含
め
適
切
な
処
分
を
図
る
な
ど
、適
正
な
管
理
に
努
め

ら
れ
た
い
。

３
．中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
者
の
持
続
的
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、新
た
に
補
助
制
度
を
創
設
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。今
後
は
、制
度
の
周
知
を
十
分
図
る
と
と
も
に
、町
内

事
業
者
に
広
く
そ
の
効
果
が
行
き
渡
る
よ
う
、商
工
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、事
業
の
適
切
な

推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

４
．茶
・
薬
用
作
物
等
地
域
特
産
作
物
体
制
強
化
促
進
事
業
補
助
金
に
お
け
る
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー

が
事
業
主
体
と
な
る
乗
用
型
管
理
機
に
つ
い
て
は
、事
業
の
運
用
や
利
用
料
の
決
定
、将
来
更
新
に

係
る
考
え
方
を
整
理
し
、適
切
な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
体
制
整
備
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

５
．林
業
施
設
の
整
備
に
関
す
る
経
費
を
は
じ
め
と
し
た
団
体
へ
の
補
助
金
交
付
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、当
該
団
体
の
構
成
員
が
複
数
の
町
村
に
ま
た
が
る
場
合
に
は
、関
係
町
村
に
も
応
分
の
負
担

を
求
め
る
な
ど
、公
平
性
が
確
保
さ
れ
る
負
担
割
合
で
の
支
出
を
執
行
さ
れ
た
い
。

６
．令
和
９
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
、住
民
説
明
会
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、利
用
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
な
説
明
に
努
め
ら
れ
た
い
。ま
た
、改
定
後
の
水
道
料
金

の
額
に
つ
い
て
は
、急
激
な
負
担
の
増
加
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
設
定
と
さ
れ
た
い
。

７
．施
設
一
体
型
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、白
川
中
学
校
の
生
徒
が
来
年
１
月
か
ら
新
校
舎
を
利
用
で
き
る

よ
う
、整
備
の
進
捗
管
理
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。併
せ
て
、令
和
９
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
白
川

小
学
校
及
び
蘇
原
小
学
校
の
新
校
舎
へ
の
統
合
に
つ
い
て
も
、児
童
・
保
護
者
及
び
地
域
の
理
解
を
十

分
得
な
が
ら
、支
障
の
な
い
よ
う
万
全
の
準
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

審
査
意
見

令和８年度一般会計予算、３つの特別会計予算並びに簡易水道事業会計予算について、賛成の立場
で討論を行います。
本年１月から供用が開始された新庁舎は、従来の役所のイメージと異なる開かれた空間として、町

民が気軽に立ち寄り、交流する場となっております。特に中学生をはじめとする若い世代の利用も見
られ、地域に親しまれる施設として、幅広い世代が集う憩いの場となっている点を評価いたします。
さて、令和８年度は、町政７０周年という節目の年であり、総額が１２３億円を超える大型予算とし

て編成されております。本予算は、少子化の進行や人口減少といった本町の課題に対応しつつ、将来
を見据えた基盤整備と地域活力の維持・向上を図るものであり、全体としてバランスの取れた予算編
成であると受け止めております。
施設一体型小中学校の建設をはじめ、町内中小企業への支援の充実、白川茶の振興に向けた取り組

み、簡易水道料金の改正、関係人口を増やす施策など、多くの施策が計画されており、いずれも本町
の持続的発展に資する取り組みであります。
特に、施設一体型小中学校の建設は、教育環境の質を向上させる重要な取り組みであり、少子化の

本町にあって、将来を見据えた極めて重要な施策であります。
一方で、これらの施策を着実に成果へと結びつけるためには、地域との連携が不可欠であります。

事業の推進に当たっては、町内関係者との連絡調整を一層密にし、相互の協力体制のもとで着実に進
められるよう期待いたします。
また、予算審査の過程で示された意見や提案を十分に踏まえ、最小の経費で最大の効果を上げると

いう視点に立ち、効果的かつ効率的な予算執行に努められることを求めます。
以上、本予算は、本町の課題に的確に対応し、将来に向けた基盤整備を進めるものであり、総合的

に妥当なものと判断し、令和８年度一般会計予算、３つの特別会計予算並びに簡易水道事業会計予算
についての賛成討論といたします。

賛成討論

  

総
括
質
疑

山
林
等
の
寄
付

問
山
林
な
ど
の
寄
付
の
相
談
に
対
す
る
町

の
方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

答
寄
付
の
申
し
出
が
あ
っ
た
土
地
は
、
現

地
確
認
を
行
い
、
受
け
入
れ
の
可
否
を
判

断
し
て
い
る
。
別
荘
地
内
の
土
地
な
ど
で

は
、
分
筆
の
状
況
と
現
地
が
一
致
し
な
い

ケ
ー
ス
も
多
く
、
受
け
入
れ
が
難
し
い
場

合
も
あ
る
。
山
林
に
つ
い
て
は
、
所
在
不

明
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
観
点
も
あ
る
が
、

す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
特

に
町
道
な
ど
に
隣
接
す
る
土
地
は
取
得
を

進
め
る
な
ど
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
判

断
し
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
た

通
学

問
熊
の
出
没
な
ど
安
全
面
を
踏
ま
え
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
を
広
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
安
全
面
を
踏
ま
え
、
自
転
車
通
学
を
見

直
し
、
バ
ス
通
学
へ
切
り
替
え
た
地
域
も

あ
る
。
今
後
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車

人
数
や
運
行
ル
ー
ト
を
検
討
し
、
安
全
確

保
を
最
優
先
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

　

藤井 宏之 議員

令和８年度白川町一般会計予算、並びに３つの特別会計予算、簡易水道事業会計予算に、賛成の立
場で討論を行います。
令和８年度の一般会計予算は、８７億９千万円が計上され、過去最大の超大型予算であります。そ

の大きな要因は、令和９年度までの継続事業として進行中の学校建設がピークを迎え、２０億円余り
が計上されているからであります。しかしながらこの学校建設の財源には、過疎債の特別枠等を有効
に活用されており、その他の事業についても国や県の補助事業等に積極的に取り組まれ、将来的な実
質公債費比率のピークは１３％程度と見込まれています。これは、町の財政に大きな負担となるもの
ではなく、適切な財政計画の上に予算が編成されていることに敬意を表するものです。
急激に進む人口減少と少子高齢化が、町行政に多くの課題をもたらす中、新年度の予算では、毎年

のことながら、地域社会を維持し、町民の生活を守っていくために、インフラ整備、福祉・防災・減
災対策、子育て支援、産業の振興等、あらゆる分野に配慮した予算編成をしていただきました。
その中でも、私が特に評価し、期待する点を３点挙げさせていただきます。１つ目は若年層に対す

る町内で働くことへの働きかけです。中学生に対する企業体験や、都市部の学生等に向けたワーキン
グホリデイなどは、少なからず若者に刺激を与え将来的に大きな成果を上げるものと期待します。
２点目は、小規模事業者に対する将来にわたる事業継続を目指した総合支援事業です。積極的な

ＰＲに努め活用者を増やしていただくとともに、「しらか」の活用と併せて、町内産業の継続と発展
に繋がることを期待します。
３点目は、医療・福祉分野の人材確保に向けた支援です。深刻な人材不足となっているこの分野に

対しては、予算の範囲にとどまらず、より一層の取り組みと支援をお願いしたいと思います。
一方で、年々増加する人件費と第３セクターの運営支援については、懸念をするところでありま

す。より一層の業務の効率化と適正な人員配置、並びに第３セクターの健全な経営に対する、町長の
強力なリーダーシップを望むところであります。
今年は、町政７０周年の記念すべき年であり、その関連事業も多く計画されています。町長は、人

口減少と少子高齢化の最先端を進む中で、「住む人が元気に楽しく暮らすことのできるにぎやかな過
疎を目指す」と述べておられます。その実現に向けた町職員の皆さんの一層のご活躍と、町民各位の
積極的な事業参加によって「明るくにぎやかな過疎」が実現できることを期待し、賛成討論といたし
ます。
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令和 8 年 5 月 1 日 67 しらかわ議会だより No.220



専
決
処
分
の
承
認
（
３
件
）

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

　
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

交
付
金
・
子
育
て
応
援
手
当
に
対
応
す

る
た
め
の
経
費
１
億
８
，５
０
０
万
円

を
追
加

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
執
行
す
る
た

め
の
経
費
１
，０
０
０
万
円
を
追
加

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

　
岐
阜
県
議
会
議
員
加
茂
郡
選
挙
区
補

欠
選
挙
を
執
行
す
る
た
め
の
経
費
９
０

０
万
円
を
追
加

条
例
の
制
定
（
１
件
）

▼
白
川
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

そ
の
他

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
次
の
５
つ
の
施
設
の
指
定
期
間
が
今

年
３
月
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
現

在
指
定
管
理
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
再

指
定
す
る
。

■ 

管
理
施
設
の
名
称

　
ク
オ
ー
レ
ふ
れ
あ
い
の
里
、
せ
せ
ら

ぎ
の
里
美
濃
白
川
ふ
る
さ
と
体
験
村
、

美
濃
白
川
生
活
文
化
資
料
館
、
美
濃
白

川
楽
集
館
、
白
川
射
撃
場

▼
白
川
町
の
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　
蘇
原
地
区
で
辺
地
対
策
事
業
債
を
活

用
し
て
公
共
事
業
を
行
う
た
め
、
当
計

画
の
内
容
を
変
更
す
る
。

▼
白
川
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更

　
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
が
計

画
期
間
で
あ
る
当
計
画
の
内
容
を
変
更

す
る
。

▼
美
濃
加
茂
市
と
白
川
町
と
の
間
の
学

校
腎
臓
検
診
の
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議

　
令
和
８
年
度
か
ら
施
行
す
る
本
規
約

を
制
定
す
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
協
議

し
て
議
決
す
る
。

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
も
の

条
例
の
一
部
改
正
（
９
件
）

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

　
職
員
の
通
勤
手
当
等
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の

▼
白
川
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
令
和
７
年
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
国
家
公
務
員
の
旅
費
制
度
の
簡
素
化

及
び
支
給
対
象
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
準
じ
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
地
域
振
興
基
金
条
例
の
一
部

改
正

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

金
を
地
域
振
興
基
金
と
し
て
適
切
に
管

理
等
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
規
定
を

整
備
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

▼
白
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
こ
と
及
び
将
来
的
な
保
険
料
水

準
の
統
一
化
に
向
け
資
産
割
を
廃
止
す

る
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
及
び
白
川
町
学
校

給
食
共
同
調
理
場
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
９
年
４
月
に
白
川
小
学
校
と
蘇

原
小
学
校
を
統
合
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部

改
正

　
佐
見
運
動
場
及
び
佐
見
体
育
館
を
社

会
体
育
施
設
か
ら
外
す
こ
と
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
林
業
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
林
業
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て
、

地
域
振
興
な
ど
多
目
的
利
用
が
で
き
る

よ
う
整
理
す
る
と
と
も
に
、
会
議
室
の

使
用
区
分
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

▼
白
川
町
農
業
基
盤
整
備
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

「
美
濃
白
川
地
区
」
の
令
和
８
年
度
新

規
採
択
に
あ
た
り
、
事
業
の
種
別
の
整

理
を
行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

条
例
の
廃
止
（
１
件
）

▼
白
川
町
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別

会
計
条
例

　
令
和
７
年
度
末
の
換
金
を
も
っ
て
地

域
振
興
券
交
付
事
業
を
終
了
す
る
た

め
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
１
件
）

▼
黒
川
簡
易
水
道
柿
反
中
配
水
池
施
設

改
良
工
事

　
変
更
に
よ
る
増
額

４
７
４
万
１
０
０
０
円

　
変
更
後
の
請
負
額

１
億
７
３
０
４
万
１
０
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

安
江
土
建

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

監
査
委
員
と
し
て
、
今
井
敬
貴
氏

（
和
泉
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
12
年
３
月
24
日

ま
で
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
承
認

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
吉
田
則

明
氏
（
切
井
）
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
11
年
６
月
30
日

ま
で
で
す
。

　
令
和
７
年
度
の
事
務
事
業
の
実
施
結

果
や
進
捗
状
況
を
精
査
し
、
不
要
額
を

減
額
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

■

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

 

１
４
５
１
万
円

・
光
の
子
保
育
園
委
託
費

 

４
１
４
万
円

・
白
川
橋
１
０
０
周
年
記
念
事
業
補
助

金
 

２
０
０
万
円

・
町
道
等
除
雪
作
業
委
託
料

 

１
４
８
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事
業
費

 

１
５
４
０
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
原
水
及
び
浄
水
費
（
光
熱
水
費
）

 

３
０
０
万
円

■

減
額
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
電
算
シ
ス
テ
ム
管
理
費

 

３
５
１
５
万
円

・
庁
舎
整
備
事
業
 

４
０
０
０
万
円

・
地
籍
調
査
事
業
 

２
１
０
０
万
円

・
土
地
改
良
事
業
 

２
４
６
０
万
円

・
林
道
整
備
事
業
 

２
３
２
０
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業

 

１
１
４
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費

 

５
４
０
０
万
円

・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付

事
業
費
 

１
7
０
０
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
施
設
建
設
改
良
費
 

４
６
６
０
万
円

条
例
の
制
定
な
ど

監
査
委
員
・

人
権
擁
護
委
員

29
の
議
案
を
可
決

令和７年度 補正予算

会計区分

一般会計（第8号）

介護保険特別会計（第3号）

簡易水道事業会計（第3号）

補正予算額

△2億5,800万円

△5,650万円

△4,360万円

補正後の
予算総額

85億6,800万円

11億3,490万円

9億8,740万円

今井 敬貴さん
いまい けいき

吉田 則明さん
よしだ のりあき
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専
決
処
分
の
承
認
（
３
件
）

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

　
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

交
付
金
・
子
育
て
応
援
手
当
に
対
応
す

る
た
め
の
経
費
１
億
８
，５
０
０
万
円

を
追
加

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
執
行
す
る
た

め
の
経
費
１
，０
０
０
万
円
を
追
加

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

　
岐
阜
県
議
会
議
員
加
茂
郡
選
挙
区
補

欠
選
挙
を
執
行
す
る
た
め
の
経
費
９
０

０
万
円
を
追
加

条
例
の
制
定
（
１
件
）

▼
白
川
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

そ
の
他

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
次
の
５
つ
の
施
設
の
指
定
期
間
が
今

年
３
月
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
現

在
指
定
管
理
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
再

指
定
す
る
。

■ 

管
理
施
設
の
名
称

　
ク
オ
ー
レ
ふ
れ
あ
い
の
里
、
せ
せ
ら

ぎ
の
里
美
濃
白
川
ふ
る
さ
と
体
験
村
、

美
濃
白
川
生
活
文
化
資
料
館
、
美
濃
白

川
楽
集
館
、
白
川
射
撃
場

▼
白
川
町
の
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　
蘇
原
地
区
で
辺
地
対
策
事
業
債
を
活

用
し
て
公
共
事
業
を
行
う
た
め
、
当
計

画
の
内
容
を
変
更
す
る
。

▼
白
川
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更

　
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
が
計

画
期
間
で
あ
る
当
計
画
の
内
容
を
変
更

す
る
。

▼
美
濃
加
茂
市
と
白
川
町
と
の
間
の
学

校
腎
臓
検
診
の
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議

　
令
和
８
年
度
か
ら
施
行
す
る
本
規
約

を
制
定
す
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
協
議

し
て
議
決
す
る
。

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
も
の

条
例
の
一
部
改
正
（
９
件
）

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

　
職
員
の
通
勤
手
当
等
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の

▼
白
川
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
令
和
７
年
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
国
家
公
務
員
の
旅
費
制
度
の
簡
素
化

及
び
支
給
対
象
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
準
じ
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
地
域
振
興
基
金
条
例
の
一
部

改
正

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

金
を
地
域
振
興
基
金
と
し
て
適
切
に
管

理
等
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
規
定
を

整
備
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

▼
白
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
こ
と
及
び
将
来
的
な
保
険
料
水

準
の
統
一
化
に
向
け
資
産
割
を
廃
止
す

る
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
及
び
白
川
町
学
校

給
食
共
同
調
理
場
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
９
年
４
月
に
白
川
小
学
校
と
蘇

原
小
学
校
を
統
合
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部

改
正

　
佐
見
運
動
場
及
び
佐
見
体
育
館
を
社

会
体
育
施
設
か
ら
外
す
こ
と
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
林
業
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
林
業
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て
、

地
域
振
興
な
ど
多
目
的
利
用
が
で
き
る

よ
う
整
理
す
る
と
と
も
に
、
会
議
室
の

使
用
区
分
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

▼
白
川
町
農
業
基
盤
整
備
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

「
美
濃
白
川
地
区
」
の
令
和
８
年
度
新

規
採
択
に
あ
た
り
、
事
業
の
種
別
の
整

理
を
行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

条
例
の
廃
止
（
１
件
）

▼
白
川
町
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別

会
計
条
例

　
令
和
７
年
度
末
の
換
金
を
も
っ
て
地

域
振
興
券
交
付
事
業
を
終
了
す
る
た

め
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
１
件
）

▼
黒
川
簡
易
水
道
柿
反
中
配
水
池
施
設

改
良
工
事

　
変
更
に
よ
る
増
額

４
７
４
万
１
０
０
０
円

　
変
更
後
の
請
負
額

１
億
７
３
０
４
万
１
０
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

安
江
土
建

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

監
査
委
員
と
し
て
、
今
井
敬
貴
氏

（
和
泉
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
12
年
３
月
24
日

ま
で
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
承
認

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
吉
田
則

明
氏
（
切
井
）
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
11
年
６
月
30
日

ま
で
で
す
。

　
令
和
７
年
度
の
事
務
事
業
の
実
施
結

果
や
進
捗
状
況
を
精
査
し
、
不
要
額
を

減
額
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

■

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

 

１
４
５
１
万
円

・
光
の
子
保
育
園
委
託
費

 

４
１
４
万
円

・
白
川
橋
１
０
０
周
年
記
念
事
業
補
助

金
 

２
０
０
万
円

・
町
道
等
除
雪
作
業
委
託
料

 

１
４
８
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事
業
費

 

１
５
４
０
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
原
水
及
び
浄
水
費
（
光
熱
水
費
）

 

３
０
０
万
円

■

減
額
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
電
算
シ
ス
テ
ム
管
理
費

 

３
５
１
５
万
円

・
庁
舎
整
備
事
業
 

４
０
０
０
万
円

・
地
籍
調
査
事
業
 

２
１
０
０
万
円

・
土
地
改
良
事
業
 

２
４
６
０
万
円

・
林
道
整
備
事
業
 

２
３
２
０
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業

 

１
１
４
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費

 

５
４
０
０
万
円

・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付

事
業
費
 

１
7
０
０
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
施
設
建
設
改
良
費
 

４
６
６
０
万
円

条
例
の
制
定
な
ど

監
査
委
員
・

人
権
擁
護
委
員

29
の
議
案
を
可
決

令和７年度 補正予算

会計区分

一般会計（第8号）

介護保険特別会計（第3号）

簡易水道事業会計（第3号）

補正予算額

△2億5,800万円

△5,650万円

△4,360万円

補正後の
予算総額

85億6,800万円

11億3,490万円

9億8,740万円

今井 敬貴さん
いまい けいき

吉田 則明さん
よしだ のりあき
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く
、
対
応
可
能
な
箇
所
か
ら
段
階
的
に
改

良
が
進
む
よ
う
、
県
に
対
し
て
継
続
的
に

要
望
を
行
う
考
え
で
あ
る
。
三
川
か
ら
黒

川
ま
で
の
見
通
し
の
悪
い
箇
所
や
狭
小
区

間
の
改
善
を
図
り
、
通
行
し
や
す
い
道
路

整
備
に
努
め
て
い
く
。

問
町
長
の
続
投
の
決
意
と
、
道
路
網
の

整
備
に
対
す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
人
口
減
少
や
地
域
活
力
の
維
持
な
ど
の

課
題
に
引
き
続
き
取
り
組
む
た
め
、
町
政

の
継
続
と
発
展
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
次
期
町
長
選
挙
に
お
い
て
も

町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
道
路
網
の
整
備
は
、
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
町
で
管
理
す
る
道
路
は
、

国
や
県
の
補
助
制
度
の
活
用
に
よ
り
財
源

確
保
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
幹
線
道
路

の
改
良
が
望
ま
れ
る
佐
見
、
黒
川
地
域

は
、
国
や
県
に
対
し
地
域
と
連
携
し
た
要

望
活
動
を
行
い
、
整
備
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
県
道
恵
那
蛭
川
東
白
川
線
に
つ
い

て
、
美
濃
東
部
農
道
の
白
川
東
白
川
ト
ン

ネ
ル
の
県
道
移
管
や
、
遠
ケ
根
峠
の
改
良

工
事
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

者
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
日
帰

り
旅
行
の
増
加
に
よ
る
宿
泊
客
の
減
少
な

ど
の
課
題
も
想
定
さ
れ
る
。
他
地
域
と
の

差
別
化
を
図
り
、
自
然
や
人
と
の
つ
な
が

り
な
ど
本
町
な
ら
で
は
の
魅
力
を
生
か

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

問
住
む
人
が
元
気
に
、
楽
し
く
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
の

実
現
に
向
け
て
、
安
全
な
道
路
整
備
は
不

可
欠
で
は
な
い
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
道
路
は
生
活
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で

あ
り
、
安
全
・
安
心
な
通
行
環
境
の
確
保

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
た
だ
し
、
道
路

整
備
の
み
で
人
口
減
少
が
解
決
す
る
も
の

で
は
な
く
、
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
と
合

わ
せ
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問
遠
ケ
根
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
ト
ン
ネ
ル
整
備
は
利
便
性
向
上
に
つ
な

が
る
一
方
で
、
事
業
化
に
向
け
た
課
題
が

あ
り
、
実
現
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
。
今
後
も
期
成
同
盟
会
と
連
携
し
、
要

望
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

問
県
道
白
川
福
岡
線
に
つ
い
て
、
今
後

の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
課
題
箇
所
の
解
決
を
待
つ
だ
け
で
な

答
 

中
村
建
設
環
境
課
長

　
ト
ン
ネ
ル
の
県
道
移
管
は
、
諸
条
件
が

あ
り
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
遠
ケ
根
峠
の
改

良
も
、
他
の
事
業
と
の
関
係
か
ら
早
期
の

事
業
化
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
も

関
係
自
治
体
と
連
携
し
、
県
へ
の
要
望
を

継
続
し
て
い
く
。

問
リ
ニ
ア
岐
阜
県
駅
の
開
業
を
見
据

え
、
町
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
リ
ニ
ア
に
よ
り
関
東
圏
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
本
町
へ
の
来
訪

ま
ち
の

課
題
を

問
う

県
道
（
白
川
福
岡
線
・

恵
那
蛭
川
東
白
川
線
）

の
改
良
促
進
の
取
り

組
み
と
リ
ニ
ア
岐
阜

県
駅
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

一
般

質
問

　白
川
町
も
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
く
中
、
い
か
に
し
て
次
世
代
に
質
の

高
い
教
育
環
境
を
受
け
渡
し
て
い
く
の

か
。
単
な
る
校
舎
の
統
合
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
先
の
町
の
活
力

を
左
右
す
る
極
め
て
重
要
な
取
り
組
み

と
考
え
る
、
施
設
一
体
型
小
中
学
校
校

舎
の
運
用
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
工
作
・
技
術
室
や
図
画
・
美
術
室
の

特
別
教
室
を
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
や

中
学
生
の
地
域
未
来
塾
の
活
動
場
所
と

し
て
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
現
在
町
民
会
館
で
行
わ
れ
て
い
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
関
係
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
特
別
教
室
は
２
期
工
事
で
整
備
さ
れ

る
た
め
、
令
和
８
年
度
中
に
長
期
的
な

視
点
で
、
校
舎
内
外
の
運
用
を
含
め
た

計
画
を
検
討
し
、
放
課
後
の
居
場
所
が

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
処
す

る
。

問
現
在
白
川
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

地
域
未
来
塾
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
考

問
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
居

場
所
と
し
て
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

や
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
現
状

は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
小
学
校
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
放

課
後
子
ど
も
教
室
が
開
か
れ
て
お
り
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
出
発
ま
で
、
ま
た
は

保
護
者
の
迎
え
ま
で
の
時
間
を
過
ご
す

場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
会
館

で
は
民
間
委
託
に
よ
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
白
川
小
学
校
の
児
童
が

利
用
し
て
い
る
ほ
か
、
光
の
子
保
育
園

で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

組
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
、

保
護
者
が
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
る
。

問
令
和
９
年
度
開
始
予
定
の
２
期
工
事

で
は
、
こ
の
よ
う
な
居
場
所
を
校
舎
内

に
設
け
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

施
設
一
体
型
小
中
学
校

校
舎
の
運
用
に
つ
い
て

え
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
地
域
未
来
塾
は
放
課
後
の
居
場
所
づ

く
り
と
見
守
り
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、
令
和
８
年
度
は
見
守
り
に
加
え
、

多
様
な
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行

う
。
将
来
的
に
は
学
習
や
文
化
活
動
な

ど
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

問
「
読
書
活
動
の
推
進
」
と
し
て
、
2

期
工
事
で
完
成
予
定
の
図
書
ス
ペ
ー
ス

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
図
書
ス
ペ
ー
ス
は
、
学
習
支
援
や
情

報
の
収
集
・
選
択
・
活
用
を
行
う
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
と
、
読

書
を
通
じ
た
心
の
居
場
所
と
し
て
の
機

能
を
持
た
せ
る
。
さ
ら
に
、
個
別
学
習

や
グ
ル
ー
プ
学
習
、
発
表
、
展
示
な
ど

が
で
き
る
多
様
な
空
間
と
し
、
多
用
途

に
活
用
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

　学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

し
て
の
役
割
を
担
う
存
在
で
あ
り
、
本

町
の
学
校
整
備
に
お
い
て
も
、
教
育
機

能
に
加
え
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

が
求
め
ら
れ
る
。
多
世
代
の
交
流
や
学

習
活
動
の
場
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
な
居

場
所
づ
く
り
に
つ
な
が
る
運
用
が
重
要

で
あ
る
。

藤
井 

宏
之 

議
員

ふ
じ
い

ひ
ろ
ゆ
き

野
尻

　悟 

議
員

の
じ
り

さ
と
る

さ
と
る

さ
と
る

建設が進む施設一体型小中学校（4/2現在）

遠ケ根トンネル実現に向けた
看板の設置　　　　　　　　

施設一体型小中学校全体図

一般質問・答弁の映像一般質問・答弁の映像

一 般 質 問 の 様 子 が、
YouTube（動画配信サイト）
でご覧いただけます。

４人 の 議 員 が 登 壇
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く
、
対
応
可
能
な
箇
所
か
ら
段
階
的
に
改

良
が
進
む
よ
う
、
県
に
対
し
て
継
続
的
に

要
望
を
行
う
考
え
で
あ
る
。
三
川
か
ら
黒

川
ま
で
の
見
通
し
の
悪
い
箇
所
や
狭
小
区

間
の
改
善
を
図
り
、
通
行
し
や
す
い
道
路

整
備
に
努
め
て
い
く
。

問
町
長
の
続
投
の
決
意
と
、
道
路
網
の

整
備
に
対
す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
人
口
減
少
や
地
域
活
力
の
維
持
な
ど
の

課
題
に
引
き
続
き
取
り
組
む
た
め
、
町
政

の
継
続
と
発
展
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
次
期
町
長
選
挙
に
お
い
て
も

町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
道
路
網
の
整
備
は
、
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
町
で
管
理
す
る
道
路
は
、

国
や
県
の
補
助
制
度
の
活
用
に
よ
り
財
源

確
保
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
幹
線
道
路

の
改
良
が
望
ま
れ
る
佐
見
、
黒
川
地
域

は
、
国
や
県
に
対
し
地
域
と
連
携
し
た
要

望
活
動
を
行
い
、
整
備
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
県
道
恵
那
蛭
川
東
白
川
線
に
つ
い

て
、
美
濃
東
部
農
道
の
白
川
東
白
川
ト
ン

ネ
ル
の
県
道
移
管
や
、
遠
ケ
根
峠
の
改
良

工
事
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

者
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
日
帰

り
旅
行
の
増
加
に
よ
る
宿
泊
客
の
減
少
な

ど
の
課
題
も
想
定
さ
れ
る
。
他
地
域
と
の

差
別
化
を
図
り
、
自
然
や
人
と
の
つ
な
が

り
な
ど
本
町
な
ら
で
は
の
魅
力
を
生
か

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

問
住
む
人
が
元
気
に
、
楽
し
く
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
の

実
現
に
向
け
て
、
安
全
な
道
路
整
備
は
不

可
欠
で
は
な
い
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
道
路
は
生
活
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で

あ
り
、
安
全
・
安
心
な
通
行
環
境
の
確
保

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
た
だ
し
、
道
路

整
備
の
み
で
人
口
減
少
が
解
決
す
る
も
の

で
は
な
く
、
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
と
合

わ
せ
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問
遠
ケ
根
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
ト
ン
ネ
ル
整
備
は
利
便
性
向
上
に
つ
な

が
る
一
方
で
、
事
業
化
に
向
け
た
課
題
が

あ
り
、
実
現
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
。
今
後
も
期
成
同
盟
会
と
連
携
し
、
要

望
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

問
県
道
白
川
福
岡
線
に
つ
い
て
、
今
後

の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
課
題
箇
所
の
解
決
を
待
つ
だ
け
で
な

答
 

中
村
建
設
環
境
課
長

　
ト
ン
ネ
ル
の
県
道
移
管
は
、
諸
条
件
が

あ
り
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
遠
ケ
根
峠
の
改

良
も
、
他
の
事
業
と
の
関
係
か
ら
早
期
の

事
業
化
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
も

関
係
自
治
体
と
連
携
し
、
県
へ
の
要
望
を

継
続
し
て
い
く
。

問
リ
ニ
ア
岐
阜
県
駅
の
開
業
を
見
据

え
、
町
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
リ
ニ
ア
に
よ
り
関
東
圏
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
本
町
へ
の
来
訪

ま
ち
の

課
題
を

問
う

県
道
（
白
川
福
岡
線
・

恵
那
蛭
川
東
白
川
線
）

の
改
良
促
進
の
取
り

組
み
と
リ
ニ
ア
岐
阜

県
駅
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

一
般

質
問

　白
川
町
も
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
く
中
、
い
か
に
し
て
次
世
代
に
質
の

高
い
教
育
環
境
を
受
け
渡
し
て
い
く
の

か
。
単
な
る
校
舎
の
統
合
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
先
の
町
の
活
力

を
左
右
す
る
極
め
て
重
要
な
取
り
組
み

と
考
え
る
、
施
設
一
体
型
小
中
学
校
校

舎
の
運
用
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
工
作
・
技
術
室
や
図
画
・
美
術
室
の

特
別
教
室
を
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
や

中
学
生
の
地
域
未
来
塾
の
活
動
場
所
と

し
て
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
現
在
町
民
会
館
で
行
わ
れ
て
い
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
関
係
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
特
別
教
室
は
２
期
工
事
で
整
備
さ
れ

る
た
め
、
令
和
８
年
度
中
に
長
期
的
な

視
点
で
、
校
舎
内
外
の
運
用
を
含
め
た

計
画
を
検
討
し
、
放
課
後
の
居
場
所
が

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
処
す

る
。

問
現
在
白
川
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

地
域
未
来
塾
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
考

問
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
居

場
所
と
し
て
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

や
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
現
状

は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
小
学
校
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
放

課
後
子
ど
も
教
室
が
開
か
れ
て
お
り
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
出
発
ま
で
、
ま
た
は

保
護
者
の
迎
え
ま
で
の
時
間
を
過
ご
す

場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
会
館

で
は
民
間
委
託
に
よ
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
白
川
小
学
校
の
児
童
が

利
用
し
て
い
る
ほ
か
、
光
の
子
保
育
園

で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

組
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
、

保
護
者
が
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
る
。

問
令
和
９
年
度
開
始
予
定
の
２
期
工
事

で
は
、
こ
の
よ
う
な
居
場
所
を
校
舎
内

に
設
け
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

施
設
一
体
型
小
中
学
校

校
舎
の
運
用
に
つ
い
て

え
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
地
域
未
来
塾
は
放
課
後
の
居
場
所
づ

く
り
と
見
守
り
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、
令
和
８
年
度
は
見
守
り
に
加
え
、

多
様
な
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行

う
。
将
来
的
に
は
学
習
や
文
化
活
動
な

ど
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

問
「
読
書
活
動
の
推
進
」
と
し
て
、
2

期
工
事
で
完
成
予
定
の
図
書
ス
ペ
ー
ス

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
図
書
ス
ペ
ー
ス
は
、
学
習
支
援
や
情

報
の
収
集
・
選
択
・
活
用
を
行
う
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
と
、
読

書
を
通
じ
た
心
の
居
場
所
と
し
て
の
機

能
を
持
た
せ
る
。
さ
ら
に
、
個
別
学
習

や
グ
ル
ー
プ
学
習
、
発
表
、
展
示
な
ど

が
で
き
る
多
様
な
空
間
と
し
、
多
用
途

に
活
用
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

　学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

し
て
の
役
割
を
担
う
存
在
で
あ
り
、
本

町
の
学
校
整
備
に
お
い
て
も
、
教
育
機

能
に
加
え
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

が
求
め
ら
れ
る
。
多
世
代
の
交
流
や
学

習
活
動
の
場
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
な
居

場
所
づ
く
り
に
つ
な
が
る
運
用
が
重
要

で
あ
る
。

藤
井 

宏
之 

議
員

ふ
じ
い

ひ
ろ
ゆ
き

野
尻

　悟 
議
員

の
じ
り

さ
と
る

さ
と
る

さ
と
る

建設が進む施設一体型小中学校（4/2現在）

遠ケ根トンネル実現に向けた
看板の設置　　　　　　　　

施設一体型小中学校全体図

一般質問・答弁の映像一般質問・答弁の映像

一 般 質 問 の 様 子 が、
YouTube（動画配信サイト）
でご覧いただけます。

４人 の 議 員 が 登 壇
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国
や
県
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
コ
ン
パ
ク
ト
化
構
想
は
、
「
中
小
事
業

者
の
経
営
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
国
や
県
が
担
う
広
域
的
な
支
援
と
、

町
が
実
情
に
応
じ
て
行
う
支
援
の
役
割
を

整
理
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
国
や
県

に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

問
地
域
通
貨
「
し
ら
か
」
の
持
続
可
能

目
標
を
う
か
が
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
「
し
ら
か
」
は
、
町
内
で
お
金
が
循
環

す
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
町
内
事
業

者
の
皆
様
が
事
業
を
続
け
て
い
く
、
い
わ

ば
「
辞
め
な
い
選
択
」
を
後
押
し
す
る
一

助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
し
た

も
の
で
あ
る
。
「
し
ら
か
」
と
い
う
仕
組

み
を
続
け
る
こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
の

で
は
な
く
、
町
内
で
の
消
費
機
会
が
ど
の

よ
う
に
増
え
て
い
る
の
か
、
事
業
者
の
経

営
の
継
続
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
か
を
丁
寧
に
分
析
し
、
加
盟
店
の

皆
様
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的

な
仕
組
み
と
な
る
よ
う
改
善
を
重
ね
て
い

く
。

※
M
&
A

　「M
e
r
g
e
r
s
（
合
併
） 

a
n
d  

A
c
q
u
i
s
i
t
i
o
n
s
（
買
収
）」

の
略
。
狭
義
で
は
企
業
の
合
併
と
買
収
を

意
味
し
、
広
義
で
は
事
業
の
多
角
化
な
ど

を
目
的
と
し
た
資
本
提
携
を
含
む
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

情
に
合
わ
ず
、
国
の
制
度
の
限
界
を
感
じ

る
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
過
疎
地
域
で
は
外
部
か
ら
承
継
者
を
見

つ
け
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
、
実
際
に

は
親
族
内
承
継
が
地
域
の
事
業
を
次
の
世

代
へ
つ
な
い
で
い
く
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
場
合
も
多
い
と
認
識
し
て
い
る

が
、
国
は
、
特
に
実
現
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
第
三
者
承
継
を
重
点
的
に
支
援
す
る
考

え
で
あ
る
。

問
中
山
間
地
域
の
親
族
間
承
継
の
緩
和

を
国
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
今
年
、
中
小
企
業
庁
で
親
族
間
承
継
に

つ
い
て
検
討
会
が
始
ま
っ
た
。
承
継
の
形

に
関
わ
ら
ず
持
続
に
繋
が
る
よ
う
、
強
く

要
望
を
進
め
て
い
く
。

問
事
業
者
は
、
地
域
の
日
々
を
支
え
、

こ
の
土
地
で
生
き
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て

い
る
。
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
の
役
割
を
評
価
し

て
は
ど
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
地
域
の
暮
ら
し
や
、
子
育
て
を
支
え
る

事
業
者
の
努
力
や
貢
献
を
見
え
る
化
し
、

評
価
に
繋
げ
た
い
。
地
域
通
貨
「
し
ら

か
」
の
企
業
ポ
イ
ン
ト
付
与
、
設
備
投
資

補
助
の
補
助
率
の
嵩
上
げ
や
将
来
的
に
は

表
彰
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問
国
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
構
想
（
効
率

化
・
集
約
化
・
大
規
模
化
）
を
進
め
て
い

る
が
、
地
方
は
効
率
だ
け
で
測
れ
な
い
。

問
施
設
一
体
型
小
中
学
校
が
整
備
さ
れ

る
が
、
支
援
員
の
配
置
の
考
え
方
は
、

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
支
援
員
の
配
置

に
よ
る
手
厚
い
教
育
環
境
を
移
住
施
策

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
支
援
員
の
再
編
は
検
討
課
題
で
あ
る

が
、
当
面
は
現
状
の
人
員
を
維
持
さ
せ

た
い
。
理
由
と
し
て
、
学
校
の
統
合
に

よ
り
、
教
員
数
の
制
約
や
、
工
事
中
の

安
全
確
保
、
新
し
い
環
境
へ
の
適
応
支

援
な
ど
が
課
題
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

移
住
施
策
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

問
「
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
活

用
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

鈴
村
教
育
課
長

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
開
始
す
る
「
子

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
保
育
所

等
に
通
っ
て
い
な
い
０
歳
６
か
月
か
ら

満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
月

10
時
間
ま
で
利
用
で
き
る
制
度
で
あ

学
校
・
保
育
園
の

再
編
に
つ
い
て

関
係
人
口
の
構
築

に
つ
い
て

　商
業
は
、
住
民
に
と
っ
て
「
生
活
イ
ン

フ
ラ
」
で
あ
る
。
避
け
が
た
い
社
会
の
変

化
の
中
で
、
未
来
の
事
業
継
続
や
、
新
年

度
の
商
工
業
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

問
町
内
事
業
者
の
実
情
と
、
商
工
会
の

実
務
的
な
体
制
強
化
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
社
会
的
問
題
と
後
継
者
不
足
等
の
複
合

的
な
問
題
を
抱
え
る
町
内
事
業
者
の
「
辞

め
な
い
選
択
」
を
後
押
し
す
る
た
め
、
商

工
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
役
割
分
担
を

整
理
し
な
が
ら
、
面
的
か
つ
継
続
的
な
支

援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

問
町
の
第
三
セ
ク
タ
ー
と
民
間
事
業
者

に
つ
い
て
、
町
の
力
の
配
分
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
新
事
業
計
画
の
予
算
規
模

は
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
は
、
国
や
県
の
恒
常

的
な
補
助
制
度
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

出
資
し
て
い
る
町
が
地
域
産
業
の
維
持
と

い
う
観
点
か
ら
判
断
し
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
へ
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
新
年
度
は

中
小
事
業
者
の
総
合
支
援
事
業
補
助
金
を

創
設
し
、
雇
用
促
進
や
設
備
投
資
を
支
援

す
る
。
予
算
は
６
０
０
万
円
を
計
画
し
て

い
る
。

問
新
た
な
取
り
組
み
を
評
価
し
た
い

が
、
規
模
と
し
て
小
さ
い
の
で
は
な
い

か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
十
分
な
支
援
と
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の

分
、
国
等
の
支
援
制
度
と
比
較
し
活
用
し

や
す
い
内
容
で
制
度
設
計
し
て
い
る
。

問
国
の
外
部
承
継
や
※

Ｍ
＆
Ａ
に
は
手
厚

い
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
過
疎
地
で
は
実

町
内
の
商
工
業
や

事
業
承
継
に
つ
い
て

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

伊
佐
治 

優 

議
員

い
さ
じ

ま
さ
る

ま
さ
る

ま
さ
る

支援員の活動の様子

給食センターでの調理の様子

大学生による成果報告会の様子

一般質問・答弁の映像一般質問・答弁の映像

り
、
保
護
者
の
就
労
要
件
に
関
わ
ら
ず

利
用
で
き
る
。

　
本
町
で
は
、
白
川
保
育
園
で
対
応
す

る
。
現
時
点
で
は
利
用
ニ
ー
ズ
は
限
定

的
で
あ
る
と
思
う
が
、
制
度
の
運
用
状

況
や
利
用
者
の
声
を
踏
ま
え
、
今
後
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問
学
校
給
食
に
お
け
る
町
内
産
米
の
活

用
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答
 

安
江
農
林
課
長

　
町
内
産
米
の
活
用
は
意
義
が
あ
る

が
、
安
定
供
給
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問
大
学
連
携
の
今
後
の
方
向
性
と
、

ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
等
の
関
係
団
体
と
の
関

係
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
大
学
の
知
見
や
若
者
の
視
点
を
取
り

入
れ
、
地
域
課
題
の
解
決
や
人
材
育
成

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
で
は
、
中
高
生
と

の
協
働
事
業
や
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
の
活
用
な
ど
に
よ
り
人
材
育

成
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
関
係
人
口

の
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。
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国
や
県
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
コ
ン
パ
ク
ト
化
構
想
は
、
「
中
小
事
業

者
の
経
営
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
国
や
県
が
担
う
広
域
的
な
支
援
と
、

町
が
実
情
に
応
じ
て
行
う
支
援
の
役
割
を

整
理
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
国
や
県

に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

問
地
域
通
貨
「
し
ら
か
」
の
持
続
可
能

目
標
を
う
か
が
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
「
し
ら
か
」
は
、
町
内
で
お
金
が
循
環

す
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
町
内
事
業

者
の
皆
様
が
事
業
を
続
け
て
い
く
、
い
わ

ば
「
辞
め
な
い
選
択
」
を
後
押
し
す
る
一

助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
し
た

も
の
で
あ
る
。
「
し
ら
か
」
と
い
う
仕
組

み
を
続
け
る
こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
の

で
は
な
く
、
町
内
で
の
消
費
機
会
が
ど
の

よ
う
に
増
え
て
い
る
の
か
、
事
業
者
の
経

営
の
継
続
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
か
を
丁
寧
に
分
析
し
、
加
盟
店
の

皆
様
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的

な
仕
組
み
と
な
る
よ
う
改
善
を
重
ね
て
い

く
。

※
M
&
A

　「M
e
r
g
e
r
s
（
合
併
） 

a
n
d  

A
c
q
u
i
s
i
t
i
o
n
s
（
買
収
）」

の
略
。
狭
義
で
は
企
業
の
合
併
と
買
収
を

意
味
し
、
広
義
で
は
事
業
の
多
角
化
な
ど

を
目
的
と
し
た
資
本
提
携
を
含
む
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

情
に
合
わ
ず
、
国
の
制
度
の
限
界
を
感
じ

る
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
過
疎
地
域
で
は
外
部
か
ら
承
継
者
を
見

つ
け
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
、
実
際
に

は
親
族
内
承
継
が
地
域
の
事
業
を
次
の
世

代
へ
つ
な
い
で
い
く
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
場
合
も
多
い
と
認
識
し
て
い
る

が
、
国
は
、
特
に
実
現
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
第
三
者
承
継
を
重
点
的
に
支
援
す
る
考

え
で
あ
る
。

問
中
山
間
地
域
の
親
族
間
承
継
の
緩
和

を
国
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
今
年
、
中
小
企
業
庁
で
親
族
間
承
継
に

つ
い
て
検
討
会
が
始
ま
っ
た
。
承
継
の
形

に
関
わ
ら
ず
持
続
に
繋
が
る
よ
う
、
強
く

要
望
を
進
め
て
い
く
。

問
事
業
者
は
、
地
域
の
日
々
を
支
え
、

こ
の
土
地
で
生
き
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て

い
る
。
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
の
役
割
を
評
価
し

て
は
ど
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
地
域
の
暮
ら
し
や
、
子
育
て
を
支
え
る

事
業
者
の
努
力
や
貢
献
を
見
え
る
化
し
、

評
価
に
繋
げ
た
い
。
地
域
通
貨
「
し
ら

か
」
の
企
業
ポ
イ
ン
ト
付
与
、
設
備
投
資

補
助
の
補
助
率
の
嵩
上
げ
や
将
来
的
に
は

表
彰
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問
国
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
構
想
（
効
率

化
・
集
約
化
・
大
規
模
化
）
を
進
め
て
い

る
が
、
地
方
は
効
率
だ
け
で
測
れ
な
い
。

問
施
設
一
体
型
小
中
学
校
が
整
備
さ
れ

る
が
、
支
援
員
の
配
置
の
考
え
方
は
、

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
支
援
員
の
配
置

に
よ
る
手
厚
い
教
育
環
境
を
移
住
施
策

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
支
援
員
の
再
編
は
検
討
課
題
で
あ
る

が
、
当
面
は
現
状
の
人
員
を
維
持
さ
せ

た
い
。
理
由
と
し
て
、
学
校
の
統
合
に

よ
り
、
教
員
数
の
制
約
や
、
工
事
中
の

安
全
確
保
、
新
し
い
環
境
へ
の
適
応
支

援
な
ど
が
課
題
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

移
住
施
策
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

問
「
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
活

用
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

鈴
村
教
育
課
長

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
開
始
す
る
「
子

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
保
育
所

等
に
通
っ
て
い
な
い
０
歳
６
か
月
か
ら

満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
月

10
時
間
ま
で
利
用
で
き
る
制
度
で
あ

学
校
・
保
育
園
の

再
編
に
つ
い
て

関
係
人
口
の
構
築

に
つ
い
て

　商
業
は
、
住
民
に
と
っ
て
「
生
活
イ
ン

フ
ラ
」
で
あ
る
。
避
け
が
た
い
社
会
の
変

化
の
中
で
、
未
来
の
事
業
継
続
や
、
新
年

度
の
商
工
業
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

問
町
内
事
業
者
の
実
情
と
、
商
工
会
の

実
務
的
な
体
制
強
化
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
社
会
的
問
題
と
後
継
者
不
足
等
の
複
合

的
な
問
題
を
抱
え
る
町
内
事
業
者
の
「
辞

め
な
い
選
択
」
を
後
押
し
す
る
た
め
、
商

工
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
役
割
分
担
を

整
理
し
な
が
ら
、
面
的
か
つ
継
続
的
な
支

援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

問
町
の
第
三
セ
ク
タ
ー
と
民
間
事
業
者

に
つ
い
て
、
町
の
力
の
配
分
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
新
事
業
計
画
の
予
算
規
模

は
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
は
、
国
や
県
の
恒
常

的
な
補
助
制
度
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

出
資
し
て
い
る
町
が
地
域
産
業
の
維
持
と

い
う
観
点
か
ら
判
断
し
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
へ
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
新
年
度
は

中
小
事
業
者
の
総
合
支
援
事
業
補
助
金
を

創
設
し
、
雇
用
促
進
や
設
備
投
資
を
支
援

す
る
。
予
算
は
６
０
０
万
円
を
計
画
し
て

い
る
。

問
新
た
な
取
り
組
み
を
評
価
し
た
い

が
、
規
模
と
し
て
小
さ
い
の
で
は
な
い

か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
十
分
な
支
援
と
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の

分
、
国
等
の
支
援
制
度
と
比
較
し
活
用
し

や
す
い
内
容
で
制
度
設
計
し
て
い
る
。

問
国
の
外
部
承
継
や
※

Ｍ
＆
Ａ
に
は
手
厚

い
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
過
疎
地
で
は
実

町
内
の
商
工
業
や

事
業
承
継
に
つ
い
て

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

伊
佐
治 
優 
議
員

い
さ
じ

ま
さ
る

ま
さ
る

ま
さ
る

支援員の活動の様子

給食センターでの調理の様子

大学生による成果報告会の様子

一般質問・答弁の映像一般質問・答弁の映像

り
、
保
護
者
の
就
労
要
件
に
関
わ
ら
ず

利
用
で
き
る
。

　
本
町
で
は
、
白
川
保
育
園
で
対
応
す

る
。
現
時
点
で
は
利
用
ニ
ー
ズ
は
限
定

的
で
あ
る
と
思
う
が
、
制
度
の
運
用
状

況
や
利
用
者
の
声
を
踏
ま
え
、
今
後
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問
学
校
給
食
に
お
け
る
町
内
産
米
の
活

用
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答
 

安
江
農
林
課
長

　
町
内
産
米
の
活
用
は
意
義
が
あ
る

が
、
安
定
供
給
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問
大
学
連
携
の
今
後
の
方
向
性
と
、

ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
等
の
関
係
団
体
と
の
関

係
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
大
学
の
知
見
や
若
者
の
視
点
を
取
り

入
れ
、
地
域
課
題
の
解
決
や
人
材
育
成

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
で
は
、
中
高
生
と

の
協
働
事
業
や
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
の
活
用
な
ど
に
よ
り
人
材
育

成
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
関
係
人
口

の
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。
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議会活動報告
笠松町と交流会を開催

　１月２８日、笠松町との交流会を開催しました。本交流は、白川町と
笠松町が締結した「災害時における相互応援盟約」を契機として平
成２９年度から始まったもので、今回で５回目の開催となります。交流
会は両町が交互に開催しており、今回は白川町で実施しました。
　当日は、笠松町から古田町長をはじめ、町議会議員１０名、町職員
２名が来町されました。
　交流会では、本町が誇る宝物の一つであるパイプオルガンの鑑賞
や演奏体験を行うとともに、施設一体型小中学校の建設概要を説明
しました。また、新庁舎の見学も実施し、本町の取り組みについて理
解を深めていただきました。交流会を通じて、相互の親睦を一層深
め、今後の連携強化に向けた有意義な機会となりました。

学校統合建設特別委員会　校舎建設現地視察

　２月１３日と４月１５日、学校統合建設特別委員会において、校舎建設現場の現地視察を行いました。
　当日は、白川中学校校舎４階から建設現場を見下ろす形で視察を行い、
施工の様子を確認しました。現場責任者から現在の工事の進捗状況につ
いて報告を受けるとともに、今後の工程や工事の進め方について説明を受け
ました。委員からは、工事の進行状況や安全管理、今後の工程に関する
点などについて確認が行われました。今後も引き続き、事業の進捗状況を適
切に確認しながら、円滑な整備が図られるよう注視してまいります。

可茂町村議会議長会及び正副議長研修会

　２月９日、可茂町村議会議長会及び正副議長研修会が白川町役場で開催され、可茂地域８町村の正
副議長が来町し、本町からは、田口議長と伊佐治副議長が出席しました。
　可茂町村議会議長会では、可茂消防事務組合からの議案
説明、令和８年度の事業計画（案）や予算（案）について協議
が行われました。
　続いて行われた正副議長研修会では、本町が進める施設
一体型小中学校の建設に関する研修と白川町新庁舎の概要
説明・見学が行われました。施設一体型小中学校の建設に
関する質疑では、各町村の現状を踏まえた質問が出されるな
ど、活発な意見交換が行われました。

青雲のつどい立志式

　３月１０日、青雲のつどい立志式が町民会館で開催され、田口議長が議会を代表してあいさつし
ました。
　式では、「未来への決意」として、生徒一人ひとりが将来の夢や目標について発表し、自身のこ
れからと向き合う姿が見られました。また、今回から新たに、白川町出身の先輩の話を聞く「未来
対話の時間」が設けられ、生徒たちが将来について考える機会となりました。さらに、白川中学校
と黒川中学校による合同合唱も行われ、交流が図られました。
　

白川町消防団入退団式

　３月２９日、白川町消防団入退団式が町民会館で
開催され、田口議長が議会を代表して祝辞を述べま
した。
　祝辞では、退団される皆さんに対し、これまで長年
にわたり地域の安全を守ってこられたご尽力に対して
敬意と感謝の意を表しました。また、新たに入団され
た皆さんには、地域を支える一員としての自覚と責任
を持ち、今後の活動に励んでほしいと激励しました。
　今回の式典は、山中団長、後藤副団長の退団に
伴い、新体制のもとでのさらなる発展と、安全・安心
なまちづくりへの決意を新たにする機会となりました。

　　　写真上：宣誓にあたり敬礼を行う新入団員
　　　写真下：歓送される山中団長

白川橋ライトアップＬＥＤ化リニューアル点灯式及び寄附者銘板除幕式

　３月２８日、白川橋ライトアップＬＥＤ化リニューアル点
灯式及び寄附者銘板除幕式が開催されました。
　白川橋は、大正１５年の完成以来、100年の長きに
わたり地域の暮らしを支えてきた橋です。今回のライト
のＬＥＤ化により、環境への配慮とともに、橋が新たな
将来へ引き継がれていきます。また、本事業は町内
外の多くの方々からの寄附により実現したものであり、
除幕式では、そのご芳志を刻んだ銘板が披露されま
した。
　式典では、伊佐治副議長が、これまでの白川橋の
歴史や本事業の意義に触れながら、寄附を寄せられ
た皆さまや関係者への感謝の意を表しました。
　　　　　写真上：寄附者銘板除幕式
　　　　　写真下：ＬＥＤ化点灯式

　（　　　　　　　　　　　　　　）　

　（　　　　　　　　　 ）　

合同合唱の様子 田口議長のあいさつ

パイプオルガン鑑賞

新庁舎の概要説明施設一体型小中学校の建設概要説明

正副議長研修会

現校舎 4 階からの視察
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議会活動報告
笠松町と交流会を開催

　１月２８日、笠松町との交流会を開催しました。本交流は、白川町と
笠松町が締結した「災害時における相互応援盟約」を契機として平
成２９年度から始まったもので、今回で５回目の開催となります。交流
会は両町が交互に開催しており、今回は白川町で実施しました。
　当日は、笠松町から古田町長をはじめ、町議会議員１０名、町職員
２名が来町されました。
　交流会では、本町が誇る宝物の一つであるパイプオルガンの鑑賞
や演奏体験を行うとともに、施設一体型小中学校の建設概要を説明
しました。また、新庁舎の見学も実施し、本町の取り組みについて理
解を深めていただきました。交流会を通じて、相互の親睦を一層深
め、今後の連携強化に向けた有意義な機会となりました。

学校統合建設特別委員会　校舎建設現地視察

　２月１３日と４月１５日、学校統合建設特別委員会において、校舎建設現場の現地視察を行いました。
　当日は、白川中学校校舎４階から建設現場を見下ろす形で視察を行い、
施工の様子を確認しました。現場責任者から現在の工事の進捗状況につ
いて報告を受けるとともに、今後の工程や工事の進め方について説明を受け
ました。委員からは、工事の進行状況や安全管理、今後の工程に関する
点などについて確認が行われました。今後も引き続き、事業の進捗状況を適
切に確認しながら、円滑な整備が図られるよう注視してまいります。

可茂町村議会議長会及び正副議長研修会

　２月９日、可茂町村議会議長会及び正副議長研修会が白川町役場で開催され、可茂地域８町村の正
副議長が来町し、本町からは、田口議長と伊佐治副議長が出席しました。
　可茂町村議会議長会では、可茂消防事務組合からの議案
説明、令和８年度の事業計画（案）や予算（案）について協議
が行われました。
　続いて行われた正副議長研修会では、本町が進める施設
一体型小中学校の建設に関する研修と白川町新庁舎の概要
説明・見学が行われました。施設一体型小中学校の建設に
関する質疑では、各町村の現状を踏まえた質問が出されるな
ど、活発な意見交換が行われました。

青雲のつどい立志式

　３月１０日、青雲のつどい立志式が町民会館で開催され、田口議長が議会を代表してあいさつし
ました。
　式では、「未来への決意」として、生徒一人ひとりが将来の夢や目標について発表し、自身のこ
れからと向き合う姿が見られました。また、今回から新たに、白川町出身の先輩の話を聞く「未来
対話の時間」が設けられ、生徒たちが将来について考える機会となりました。さらに、白川中学校
と黒川中学校による合同合唱も行われ、交流が図られました。
　

白川町消防団入退団式

　３月２９日、白川町消防団入退団式が町民会館で
開催され、田口議長が議会を代表して祝辞を述べま
した。
　祝辞では、退団される皆さんに対し、これまで長年
にわたり地域の安全を守ってこられたご尽力に対して
敬意と感謝の意を表しました。また、新たに入団され
た皆さんには、地域を支える一員としての自覚と責任
を持ち、今後の活動に励んでほしいと激励しました。
　今回の式典は、山中団長、後藤副団長の退団に
伴い、新体制のもとでのさらなる発展と、安全・安心
なまちづくりへの決意を新たにする機会となりました。

　　　写真上：宣誓にあたり敬礼を行う新入団員
　　　写真下：歓送される山中団長

白川橋ライトアップＬＥＤ化リニューアル点灯式及び寄附者銘板除幕式

　３月２８日、白川橋ライトアップＬＥＤ化リニューアル点
灯式及び寄附者銘板除幕式が開催されました。
　白川橋は、大正１５年の完成以来、100年の長きに
わたり地域の暮らしを支えてきた橋です。今回のライト
のＬＥＤ化により、環境への配慮とともに、橋が新たな
将来へ引き継がれていきます。また、本事業は町内
外の多くの方々からの寄附により実現したものであり、
除幕式では、そのご芳志を刻んだ銘板が披露されま
した。
　式典では、伊佐治副議長が、これまでの白川橋の
歴史や本事業の意義に触れながら、寄附を寄せられ
た皆さまや関係者への感謝の意を表しました。
　　　　　写真上：寄附者銘板除幕式
　　　　　写真下：ＬＥＤ化点灯式

　（　　　　　　　　　　　　　　）　

　（　　　　　　　　　 ）　

合同合唱の様子 田口議長のあいさつ

パイプオルガン鑑賞

新庁舎の概要説明施設一体型小中学校の建設概要説明

正副議長研修会

現校舎 4 階からの視察
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26 日　白川町防災会議
27 日　地方財政対策等説明会・合同懇談会
28 日　笠松町との交流会

　４日　議会議員協議会
　８日　加藤一昭氏黄綬褒章受章記念祝賀会
　９日　可茂町村議会議長会及び正副議長研修会
10 日　白川町国民健康保険運営協議会会議・介
　　　　護保険等運営協議会会議
　　　　三重県大紀町議会　庁舎視察
12 日　議会運営委員会
13 日　学校統合建設特別委員会　建設現場視察
　　　　白川中学校 3 年生美濃白川学「持続可能
　　　　な白川町」報告会
18 日　議会議員協議会
19 日　白川町総合計画審議会
25 日　めざまししらかわ意見交換会
　　　　白川町森林管理委員会
27 日　町議会第１回定例会（第１日）

　５日　予算決算審査常任委員会
　　　　町議会第１回定例会（第２日）
　６日　中学校卒業証書授与式
　　　　白川・東白川地域公共交通活性化協議会
　９日　可茂地域一部事務組合議会第１回定例会
10 日　青雲のつどい立志式
11 日　白川茶未来協議会総会
12 日　町議会第１回定例会（第３日）
13 日　予算決算審査常任委員会
16 日　予算決算審査常任委員会
19 日　町議会第１回定例会（第４日）
22 日　鈴村兼利氏旭日単光章受章祝う会
25 日　小学校卒業証書授与式
　　　　濃飛建設職業能力開発校修了証書授与式
26 日　保育園卒園式
　　　　岐阜県町村議会議長会第４回評議員会
27 日　可茂地域懇談会
28 日　白川橋ライトアップＬＥＤ化リニューア
　　　　ル点灯式及び寄附者銘板除幕式

議会の動き（１月24日～４月22日）

1 

月

2 

月

　

29 日　白川町消防団入退団式

　１日　町職員辞令交付式
　３日　濃飛建設職業能力開発校入校式
　７日　小学校・中学校入学式
　　　　クオーレふれあいの里安全・繁栄祈
　　　　願祭
15 日　議会議員協議会
　　　　学校統合建設特別委員会　建設現場
　　　　視察
19 日　加茂郡消防幹部らっぱ講習会
21 日　議会広報編集委員会

3 

月

表紙は語る

　今回の表紙は、新庁舎の議場において初め
て開かれた定例会の開会前のひとときを捉え
た一枚です。
　議員並びに執行部職員が、それぞれの持ち
場で静かに準備を整え、開会の時を待つ様子か
らは、議場に満ちる緊張感と期待が感じられま
す。
　旧庁舎議場で積み重ねられてきた議論と歴
史を礎に、この新しい議場から白川町の新たな
歩みが始まります。
　議会としても、これまで以上に責任と緊張感
を持って議論を重ね、町民の皆さまの負託に応
えてまいります。

4 

月
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